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2005年に解像型チェレンコフ望遠鏡は銀河面方向に多くの新しい TeVガンマ線源を発見しました。観測され
た 200GeV∼10TeV付近のスペクトラムはハードな冪関数で良く表され、さらに高エネルギー側へ続いているこ
とを推測させます。この結果は、天体での宇宙線加速 (π0起源) を示唆するものですが、現在までに観測されて
いるエネルギーバンドのみでは高エネルギー電子の逆コンプトン散乱によるモデルとも矛盾しません。我々はチ
ベットの標高 4300mに空気シャワー観測装置を設置し、1- 100,000TeVの宇宙線を広視野で観測しています。そ
して現在、空気シャワー観測装置の下に 10,000m2程度の大型水槽を用いた水チェレンコフ型ミューオン観測装置
の建設を計画中です。ミューオン観測装置は、空気シャワー中のミューオン数を測定し、ガンマ線とバックグラ
ウンド原子核を正確に選別し、ガンマ線に対する感度を劇的に向上させます。これらの観測装置は 10TeV以上の
エネルギーバンドに新しいデータを提供し、宇宙線起源の解明にユニークかつ強力な手段をもたらします。本発
表では、アップデートしたシミュレーション結果と 2007年夏に建設予定の約 100m2のテストミューオン検出器
の進捗状況等について報告します。


